
壕
肛
牌
三
日
忠
通
邸
作
文
会
の
漢
詩
に
つ
い
て

菅
原
在
良
の
研
究

三

浦

加
 
奈
 
子

 
平
安
朝
後
期
に
活
躍
し
た
儒
者
菅
原
在
良
（
菅
原
定
義
男
。
一
〇
四
一
1
一

一
二
一
）
は
、
菅
原
道
真
か
ら
七
代
目
に
あ
た
る
人
物
で
あ
る
。
こ
こ
で
在
良

の
経
歴
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
み
る
（
〈
〉
内
は
典
拠
）
。

 
 
寛
治
元
年
（
四
十
七
歳
）
式
部
少
輔
、
兼
大
内
記
〈
『
為
房
卿
記
』
〉
。

 
 
永
長
元
年
（
五
十
六
歳
）
文
章
博
士
〈
『
後
二
条
師
通
記
』
〉
。

 
 
天
永
二
年
（
七
十
一
歳
）
式
部
大
輔
〈
『
永
昌
記
』
『
中
右
記
』
〉
。

 
 
永
久
三
年
（
七
十
五
歳
）
鳥
羽
天
皇
侍
読
〈
『
古
今
著
聞
集
』
〉
。

 
 
保
安
二
年
（
八
十
一
歳
）
卒
す
〈
『
尊
卑
分
豚
』
〉
。

 
大
内
記
、
文
章
博
士
、
式
部
大
輔
と
い
っ
た
職
を
歴
任
し
、
ま
た
、
鳥
羽
天

皇
の
侍
読
と
な
っ
た
こ
と
は
、
た
い
へ
ん
栄
誉
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ

と
か
ら
、
在
良
が
有
能
な
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
差
響
の

儒
者
と
し
て
の
歩
み
は
、
平
坦
な
も
の
で
は
な
い
。
前
に
挙
げ
た
在
留
晩
年
の

華
や
か
な
活
躍
に
つ
い
て
は
、
在
良
の
有
能
さ
と
は
別
に
、
藤
原
師
通
・
忠
実
・

忠
通
ら
摂
関
家
と
の
関
わ
り
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
官

職
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
文
学
活
動
に
お
い
て
も
見
過
ご
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
竃
馬
と
摂
関
家
と
の
文
学
活
動
に
お
け
る
関
わ
り
を
示

す
一
つ
の
例
と
し
て
、
天
永
二
年
十
一
月
二
十
三
日
に
、
藤
原
忠
通
邸

で
行
わ
れ
た
作
文
会
を
と
り
あ
げ
る
。
忠
通
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
、
在
良
が

ど
の
よ
う
な
文
学
活
動
を
行
な
っ
た
の
か
、
ま
た
、
こ
の
作
文
会
の
詩
に
お
い

て
、
在
良
が
何
を
表
現
し
て
い
る
の
か
検
討
し
た
い
。

 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
n

 
さ
て
、
こ
の
作
文
会
の
詩
は
、
『
中
右
記
部
類
紙
背
漢
詩
集
』
（
二
一
）
に
収
 
 
口

め
ら
れ
て
お
り
、
『
図
書
寮
叢
刊
』
（
平
安
鎌
倉
未
刊
詩
集
）
に
よ
っ
て
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
「
対
雪
唯
詩
酒
」
と
題
す
る
詩
十
九
篇
の
終
わ
り
に
、

 
 
天
永
二
年
十
一
月
廿
五
日
 
中
納
言
殿
御
作
文
 
題
者
在
良
朝
臣
 
講
宗

 
 
光
 
読
為
隆
朝
臣

と
記
さ
れ
て
い
る
。
作
文
会
の
主
催
者
は
中
納
言
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
の
時
の
在
良
の
詩
に
、

 
 
年
三
羽
林
万
歳
栄

と
の
句
が
あ
る
の
で
、
主
催
者
中
納
言
は
、
近
衛
中
将
で
も
あ
る
よ
う
だ
。
そ

こ
で
『
公
卿
補
任
』
天
永
二
年
条
を
確
認
し
て
み
る
。

 
 
権
中
納
言
正
三
位
 
藤
忠
通
＋
五
正
月
廿
＝
百
粍
右
中
将
如
元
。
二
月
百
従
二
位
（
行
幸
院

 
 
賞
）
。

恢
泳
肛
牌
三
日
忠
通
邸
作
文
会
の
漢
詩
に
つ
い
て
 
1
菅
原
在
良
の
研
究
1



 
つ
ま
り
、
権
中
納
言
で
あ
り
、
右
中
将
で
も
あ
る
藤
原
忠
通
が
主
催
者
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
『
公
卿
補
任
』
の
記
事
を
見
て
い
く
と
、
興
味
深
い

事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
天
永
二
年
十
一
月
五
日
に
、
大
江
匡
房
が
亡
く
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

 
 
前
権
中
納
言
正
二
位
江
匡
房
弍
＋
七
月
廿
九
日
任
大
蔵
理
＋
一
月
五
日
亮
（
七
＋
一
）
。

 
本
作
文
会
の
行
な
わ
れ
る
わ
ず
か
前
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
『
中
右
記
部

類
紙
背
漢
詩
集
』
の
記
載
で
は
、
作
文
会
が
あ
っ
た
の
は
「
十
一
月
廿
五
日
」
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
『
殿
暦
』
で
は
、
十
一
月
二
十
三
日
置
に
、
以
下
の

よ
う
に
忠
通
の
作
文
会
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

 
 
今
夜
中
納
言
作
文
ノ
事
有
リ
。
題
者
、
在
良
。
講
師
、
宗
光
。
（
今
夜
中

 
 
納
言
有
二
作
文
事
一
。
冠
者
、
在
良
。
講
師
、
宗
光
。
）

 
十
一
月
二
十
五
日
置
は
作
文
会
の
記
事
は
な
い
。
『
中
右
記
部
類
紙
背
漢
詩

集
』
で
は
十
一
月
二
十
五
日
、
『
殿
暦
』
で
は
十
一
月
二
十
三
日
と
の
違
い
が

み
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
『
殿
宇
』
の
記
事
を
採
り
、
作

文
会
は
十
一
月
二
十
三
日
に
行
な
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
で

は
、
作
文
会
で
の
在
良
の
詩
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
『
図
書
寮
叢
刊
』
に
よ

る
本
文
を
記
す
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ま
た
、
併
せ
て
平
灰
も
右
側
に
付

す
。
平
声
を
○
、
曇
声
を
×
と
し
て
い
る
。

 
 
○
×
×
○
○
×
○

 
 
誤
信
早
来
思
幾
唯

 
 
○
×
×
×
○
○

 
 
轡
緑
酒
酔
吟
情

 
 
×
 
．
×
×
○
○
×

 
 
月
□
送
眼
華
五
更

 
 
○
×
×
○
×
×
○

 
 
風
後
寄
望
玉
蓋
傾

 
 
×
×
×
○
○
×
×

 
 
管
馬
入
郷
尋
道
処

 
 
○
○
○
×
×
○
○

 
 
工
船
添
戸
造
門
程

 
 
×
○
○
×
○
○
×

 
 
老
陪
詩
皆
具
早
道

 
 
○
×
×
○
×
×
○

 
 
遥
献
羽
林
万
歳
栄

 
は
じ
め
に
、
本
文
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
問
題
と
思
わ
れ
る
の
は
、

第
一
句
目
、
二
句
目
と
、
第
三
句
目
で
あ
る
。
『
図
書
寮
叢
刊
』
所
載
の
写
真

に
よ
る
と
、
『
中
右
記
部
類
紙
背
漢
詩
集
』
の
写
本
で
は
、
一
篇
の
詩
の
転
句

を
区
切
ら
ず
、
続
け
て
記
し
て
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
を
、
凡
例
に
よ
る
と

『
図
書
寮
叢
刊
』
で
は
、
句
の
末
を
一
字
空
け
る
と
い
う
形
で
、
下
句
ご
と
に

区
切
っ
て
翻
刻
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
第
一
句
目
と
二
句
目
を
区
切
る

際
に
、
『
図
書
寮
叢
刊
』
の
翻
刻
で
は
右
の
よ
う
に
区
切
っ
て
い
る
の
だ
が
、

そ
れ
で
は
平
灰
の
決
ま
り
が
守
ら
れ
な
く
な
る
。
こ
の
詩
は
、
灰
起
こ
り
で
あ

る
か
ら
、
第
二
句
目
の
二
字
目
は
平
声
で
な
け
れ
ば
、
粘
法
が
守
ら
れ
な
く
な

る
。
ま
た
、
第
二
句
目
の
「
情
」
字
は
押
韻
で
あ
る
の
で
、
七
字
目
に
あ
た
る

は
ず
で
あ
る
。
詩
題
に
、
「
唯
斜
酒
」
と
あ
る
の
で
、
第
一
句
目
を
「
唯
」
字

ま
で
で
区
切
る
の
で
は
意
味
が
つ
な
が
ら
な
い
。
現
行
の
区
切
り
方
で
は
、
平

灰
の
上
か
ら
も
、
意
味
の
上
か
ら
も
、
問
題
が
あ
る
。
そ
し
て
、
現
存
す
る
在

良
の
詩
の
平
灰
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
在
良
は
平
灰
を
守
っ
て
詩
を
作
っ
て
い
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る
こ
と
が
分
か
っ
た
（
注
二
）
。
そ
こ
で
、
第
一
句
目
、
二
句
目
は
、

 
 
○
×
×
○
○
×

 
 
寒
雪
対
峙
思
幾

 
 
○
○
×
×
×
○
○

 
 
唯
樹
緑
酒
酔
吟
情

の
よ
う
に
区
切
り
、
第
一
句
目
の
七
字
目
に
欠
字
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
る
の

が
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
第
一
句
目
の
七
字
目
に
は
「
何
」
字
が

あ
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
か
、
と
も
考
え
ら
れ
る
。
「
幾
何
」
な
ら
ば
、
意
味

も
よ
く
通
る
。
た
だ
、
こ
の
詩
の
韻
字
は
「
情
（
下
平
声
庚
韻
）
」
な
の
だ
が
、

「
何
」
は
下
平
声
歌
韻
で
あ
り
、
踏
み
落
と
し
に
な
る
。
・
第
一
句
末
は
韻
を
踏

ま
な
い
こ
と
も
あ
る
が
、
在
良
の
他
の
詩
で
は
、
全
て
第
一
句
目
も
韻
を
踏
ん

で
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
断
定
で
き
な
い
。

 
ま
た
、
第
三
句
目
の
欠
字
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
第
三
句
目
、
四
句
目
を

対
比
さ
せ
て
み
る
と
、
「
月
」
に
対
し
て
「
風
」
、
「
前
」
に
対
す
る
に
「
後
」

と
考
え
ら
れ
る
。

 
 
×
○
×
×
○
○
×

 
 
月
再
送
眼
華
樽
尽

 
 
○
×
×
○
×
×
○

 
 
風
後
寄
望
玉
蓋
傾

 
「
前
」
字
は
、
下
平
声
先
韻
で
平
声
な
の
で
、
粘
法
も
守
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

 
 
 
 
 
二

 
で
は
、
由
良
の
詩
の
内
容
を
分
析
し
て
い
く
。
本
文
は
『
図
書
寮
叢
刊
』

従
い
、
前
に
記
し
た
校
訂
を
加
え
た
。
ま
た
、
訓
読
・
通
釈
を
付
し
た
。

に

扶
泳
肛
牌
＝
百
忠
通
邸
作
文
会
の
漢
詩
に
つ
い
て
 
1
菅
原
在
良
の
研
究

 
対
レ
雪
唯
斜
レ
酒

寒
雪
対
来
思
幾
囮

唯
斜
一
緑
酒
一
酔
吟
情

月
圃
送
レ
眼
華
樽
尽

風
後
寄
レ
望
玉
藷
傾

管
馬
入
レ
郷
尋
レ
置
処

王
馬
添
レ
戸
造
レ
門
程

老
陪
二
百
二
一
何
為
道

遥
献
二
羽
林
｝
万
歳
栄

 
 
 
文
章
博
士
菅
原
在
良

 
 
 
 
 
 
 
お
も
ひ

寒
雪
に
対
し
来
れ
ば
思
幾
ば
く
そ
、

唯
だ
緑
酒
を
斜
み
て
酔
吟
の
情
あ
り
。

月
前
に
眼
を
送
れ
ば
華
樽
は
尽
き
、

風
後
に
望
を
寄
せ
れ
ば
玉
響
は
傾
く
。

管
下
の
郷
に
入
ら
ん
と
し
て
道
を
尋
ぬ

る
処
の
ご
と
く
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
た

繋
船
の
戸
に
添
は
ん
と
し
て
門
に
造

る
程
の
ご
と
し
。

老
ひ
て
詩
帯
に
題
し
何
為
れ
ぞ
道
は

ん
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
ほ
ま
れ

遥
に
羽
林
に
献
ず
万
歳
の
栄
。

（
通
釈
）

冷
た
い
雪
に
向
き
合
う
と
思
い
は
ど
れ
ほ
ど
で
あ
ろ
う
、

た
だ
良
い
酒
を
斜
ん
で
酔
歌
の
気
持
ち
を
抱
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

月
に
照
ら
さ
れ
た
雪
景
色
に
目
を
や
る
と
（
た
ち
ま
ち
）
酒
樽
は
尽
き
て

し
ま
い
、

風
が
吹
い
た
後
の
雪
景
色
を
眺
め
る
と
（
ま
た
）
盃
を
傾
け
ず
に
は
い
ら

れ
な
い
。

（
目
の
前
の
雪
景
色
は
、
ま
る
で
）
管
仲
の
老
馬
が
故
郷
に
帰
ろ
う
と
雪

道
を
間
違
え
ず
に
歩
ん
だ
時
の
よ
う
で
あ
り
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
い
き

王
子
猷
の
船
が
友
人
（
戴
蓬
）
の
家
を
尋
ね
よ
う
と
そ
の
門
ま
で
至
っ

た
時
の
よ
う
で
あ
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
．
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私
は
年
老
い
て
こ
の
作
文
会
に
参
列
し
一
体
何
を
申
し
上
げ
る
こ
と
が
あ

り
ま
し
ょ
う
。

た
だ
羽
林
様
に
万
歳
の
栄
を
献
上
い
た
し
ま
す
。

 
 
 
 
 
三

 
さ
て
、
こ
の
詩
の
中
で
、
在
良
は
何
を
言
お
う
と
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
疑
問
と
な
る
の
は
第
一
句
目
の
内
容
で
あ
る
。

 
 
寒
雪
対
角
思
幾
同
］
 
 
寒
雪
に
対
し
来
れ
ば
思
幾
ば
く
そ
、

 
冷
た
い
雪
と
向
き
合
っ
て
い
る
と
、
あ
る
思
い
が
わ
き
お
こ
っ
て
く
る
、
そ

の
思
い
は
ど
れ
ほ
ど
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
の
だ
が
、
こ
の
時
在
良
の
心
に
お
こ
っ

た
思
い
と
は
風
な
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
こ
の
詩
全
体
の
理
解
に
係
わ
る
重
要

な
点
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
詩
の
他
の
箇
所
の
解
釈
及
び
、
詩
に
引
か
れ
て
い
る

中
国
古
典
文
学
の
出
典
を
辿
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
解
決
の
糸
口
を
見
出
し
た
い
。

 
ま
ず
、
第
五
句
目
の
、

 
 
管
馬
入
レ
郷
尋
レ
道
処
 
 
管
馬
の
郷
に
入
ら
ん
と
し
て
道
を
尋
ぬ
る
処
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ご
と
く

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
『
韓
非
子
』
を
出
典
と
す
る
所
謂
「
管
仲
随
馬
」
の
故
事

に
拠
っ
て
い
る
。

 
 
〈
『
韓
非
子
』
説
林
、
上
、
第
二
十
二
〉
（
注
三
）

 
 
管
仲
・
嚥
朋
、
桓
公
二
従
テ
孤
竹
ヲ
伐
チ
、
春
往
キ
テ
冬
型
ル
。
迷
惑
シ

 
 
テ
道
ヲ
失
フ
。
管
仲
日
ク
、
老
馬
ノ
智
用
フ
可
シ
ト
。
乃
チ
老
馬
ヲ
放
チ

 
 
テ
之
二
随
ヒ
、
遂
二
道
ヲ
得
タ
リ
。

 
 
（
管
仲
・
即
言
従
二
於
桓
公
一
而
伐
二
孤
竹
一
、
春
雪
冬
反
。
迷
惑
失
レ
道
。

 
 
管
畢
生
、
老
馬
之
智
可
レ
用
也
。
乃
放
二
老
馬
一
点
随
レ
之
、
遂
得
レ
道
。
）

 
管
下
・
黒
蟻
ら
が
斉
の
桓
公
に
従
っ
て
孤
竹
の
国
を
伐
っ
た
。
往
き
は
春
だ

が
帰
り
は
冬
で
、
迷
っ
て
道
が
分
か
ら
な
く
な
っ
た
。
す
る
と
管
仲
が
、
老
馬

の
知
恵
が
役
に
立
つ
の
だ
と
言
い
、
そ
こ
で
老
馬
を
放
し
て
そ
の
あ
と
に
つ
い

て
行
く
と
、
道
が
分
か
っ
た
。
在
良
が
こ
の
「
管
仲
随
馬
」
の
故
事
を
引
用
し

た
の
に
は
理
由
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
第
七
句
目
を
合
わ
せ
て
見
て
い
く
と
、

よ
く
分
か
る
。
第
七
句
目
で
在
良
は
、

 
 
老
陪
二
詩
三
一
何
為
道
 
 
老
ひ
て
詩
帯
に
糾
し
何
為
れ
ぞ
道
は
ん
、

と
言
っ
て
い
る
。
年
寄
り
の
自
分
が
こ
の
よ
う
な
晴
れ
が
ま
し
い
作
文
会
に
参

列
し
て
、
一
体
何
を
申
し
上
げ
る
の
か
、
と
言
っ
て
い
る
。
事
実
在
良
は
、
天

永
二
年
の
こ
の
時
、
七
十
一
歳
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
老
」
は
、
年
老

い
た
早
良
の
こ
と
で
あ
り
、
自
分
の
こ
と
を
「
老
馬
」
に
例
え
て
言
っ
て
い
る

こ
と
に
な
る
。
年
老
い
た
我
が
身
で
は
あ
る
が
、
あ
の
管
仲
の
老
馬
の
よ
う
に
、
 
勾

わ
た
く
し
を
こ
そ
用
い
て
、
お
役
立
て
い
た
だ
き
た
い
、
と
い
う
気
持
ち
を
表
 
 
臣

わ
し
て
い
る
の
だ
。

 
 
 
 
 
四

次
に
第
六
句
目
の
出
典
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
第
六
句
目
は
、

 
 
王
船
添
レ
戸
造
レ
門
程
 
 
王
船
の
戸
に
添
は
ん
と
し
て
門
に
造
る
程
の
ご

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
し
。

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
『
世
説
新
語
』
を
出
典
と
す
る
、
王
子
猷
の
有
名
な
故
事

に
拠
っ
て
い
る
。

 
 
〈
『
世
説
新
語
』
任
誕
第
二
十
三
〉
（
注
置
）

 
 
王
子
猷
、
山
陰
二
居
リ
シ
ト
キ
、
夜
大
イ
ニ
雪
フ
ル
。
眠
覚
メ
テ
、
室
ヲ

 
 
開
キ
、
命
ジ
テ
酒
ヲ
酌
マ
シ
ム
ル
ニ
、
四
望
警
鐘
タ
リ
。
因
テ
起
チ
テ
彷



催
シ
、
左
思
ノ
招
隠
詩
ヲ
詠
ジ
、
忽
チ
痙
攣
道
ヲ
憶
フ
。
時
二
戴
ハ
刻
二

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
じ
め

在
り
。
自
撰
チ
夜
小
船
二
乗
リ
テ
之
巴
里
キ
、
六
野
シ
テ
方
テ
至
ル
。

 
 
い
た
 
 
 
 
す
す

門
二
造
リ
テ
前
マ
ズ
シ
テ
返
ル
。
人
、
其
ノ
故
ヲ
問
フ
ニ
、
王
日
ク
、

 
も
と

吾
本
興
二
乗
ジ
テ
行
キ
、
興
尽
キ
テ
返
ル
、
何
ゾ
必
ズ
シ
モ
戴
ヲ
見
ン

ヤ
ト
。（

王
子
猷
居
二
山
陰
一
、
夜
大
雪
。
眠
覚
、
開
レ
室
、
命
酌
レ
酒
、
四
望
咬
然
。

平
起
彷
倥
、
詠
手
左
思
招
隠
詩
一
、
忽
憶
二
塁
安
道
一
。
時
捨
値
レ
剣
。
即

便
夜
乗
二
小
船
一
就
レ
之
、
経
詮
方
至
。
造
レ
門
不
レ
前
而
返
。
人
間
二
其
故

一、

､
日
、
吾
本
四
レ
興
而
行
、
興
尽
而
返
、
何
必
見
レ
戴
。
）

 
王
子
猷
（
王
徽
之
）
が
山
陰
に
居
た
と
き
、
夜
大
雪
が
降
っ
た
。
眠
り
か
ら

目
覚
め
て
部
屋
の
戸
を
あ
け
、
酒
を
盗
ま
せ
た
が
、
あ
た
り
は
一
面
の
銀
世
界

で
あ
る
。
そ
こ
で
立
ち
上
が
っ
て
あ
た
り
を
さ
ま
よ
い
な
が
ら
左
思
の
「
招
隠

詩
」
を
詠
じ
て
い
た
が
、
ふ
と
戴
安
道
（
戴
蓮
）
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
当

時
、
戴
安
養
は
剣
に
い
た
の
で
、
さ
っ
そ
く
夜
小
船
に
乗
っ
て
彼
の
も
と
へ
出

か
け
、
一
晩
か
か
っ
て
や
っ
と
到
着
し
た
。
門
ま
で
来
る
と
内
に
入
ら
ず
に
引

き
返
し
た
。
あ
る
人
が
そ
の
わ
け
を
た
ず
ね
る
と
王
は
い
っ
た
。
「
私
は
も
と

も
と
興
に
乗
っ
て
出
か
け
、
興
が
尽
き
る
と
と
も
に
帰
っ
て
き
た
の
だ
。
な
に

も
戴
に
会
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
も
あ
る
ま
い
。
」

 
さ
て
、
こ
の
王
子
猷
の
故
事
は
、
『
晋
書
』
、
『
蒙
求
』
に
も
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
話
の
内
容
は
全
く
同
じ
だ
が
、
小
さ
な
違
い
が
あ
る
の
で
、
以
下
に
挙

げ
て
比
較
し
て
み
る
（
た
だ
し
、
訓
読
は
付
さ
な
い
）
。

 
 
〈
『
晋
書
』
巻
八
十
、
列
伝
第
五
十
、
王
義
之
〉
（
注
五
）

 
 
嘗
居
二
山
陰
一
、
夜
雪
面
舞
、
月
色
清
朗
、
四
望
皓
然
、
独
酌
レ
酒
詠
二
左

恢
泳
肛
夢
百
忠
通
邸
作
文
会
の
漢
詩
に
つ
い
て
 
1
菅
原
在
良
の
研
究
-

細
革
隠
詩
一
、
忽
譲
葉
悪
童
一
。
蓬
時
在
レ
剣
、
腰
掛
乗
二
小
船
一
詣
之
、
経

宿
方
至
、
造
レ
門
不
レ
生
鮮
反
。
人
間
二
其
故
一
、
徽
之
日
、
「
本
意
レ
興
而

行
、
興
気
高
反
、
何
必
見
二
安
道
一
邪
！
」

〈『

ﾖ
求
』
子
猷
尋
戴
、
（
宮
内
庁
書
寮
部
蔵
上
巻
影
紗
本
〉
（
注
六
）

世
説
王
子
猷
居
山
陰
而
隠
、
夜
大
雪
、
眠
覚
長
屋
酌
酒
、
四
望
咬
然
、
因

起
彷
倥
詠
左
思
招
隠
詩
、
忽
細
身
血
道
、
時
無
等
軸
縣
、
使
乗
一
小
舩
、

経
宿
方
至
、
造
門
不
鼠
返
、
人
間
其
故
也
、
王
日
、
乗
艦
而
返
必
見
戴
也
、

 
 
〈
『
蒙
求
』
子
猷
尋
戴
（
箋
注
本
）
V
（
三
七
）

 
 
嘗
胆
二
山
陰
一
、
夜
雪
初
霧
、
月
色
清
朗
、
四
望
皓
然
。
独
酌
レ
酒
量
二
左

 
 
思
招
隠
画
一
、
忽
憶
二
戴
逡
一
。
時
風
在
レ
刻
。
翌
夜
乗
二
小
船
一
詣
レ
之
、

 
 
経
レ
宿
方
至
。
造
レ
重
氏
レ
前
而
反
。
人
間
二
其
故
一
。
日
、
本
馬
レ
興
血
行
。

 
 
下
前
而
反
。
何
必
見
二
安
道
一
邪
。

 
『
世
説
新
語
』
で
は
、
傍
線
部
分
が
、
「
夜
大
イ
ニ
雪
フ
ル
。
四
望
咬
然
タ
リ
。

（
夜
大
雪
。
四
望
絞
然
）
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
夜
に
雪
が
降
っ
て
い

る
情
景
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
『
晋
書
』
で
は
、
状
況
が
異
な
る
。
「
夜

 
 
 
 
は

雪
初
メ
テ
霧
レ
、
月
色
清
朗
、
四
望
皓
然
タ
リ
。
（
夜
雪
初
霧
、
月
色
清
朗
、

四
望
皓
然
）
」
と
な
っ
て
お
り
、
降
り
続
い
て
い
た
雪
が
夜
に
な
っ
て
止
み
、

月
が
美
し
く
輝
き
、
辺
り
は
一
面
の
銀
世
界
で
あ
る
と
い
う
情
景
で
あ
る
。
ま

た
、
『
蒙
求
』
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
上
巻
影
豆
本
）
で
は
、
『
世
説
新
語
』
を
引

い
て
、
「
夜
大
雪
、
四
望
咬
然
、
」
と
な
っ
て
お
り
、
や
は
り
夜
に
雪
が
降
り
続

い
て
、
辺
り
は
一
面
の
雪
景
色
で
あ
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
因
み
に
後
世

の
も
の
で
は
あ
る
が
、
『
高
野
』
（
箋
注
本
）
で
は
、
「
夜
商
初
憲
、
月
色
清
朗
、
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四
望
皓
然
。
」
と
な
っ
て
い
る
。

 
在
良
の
詩
で
は
、
第
三
句
目
に
、
「
溝
前
に
眼
を
送
れ
ば
華
客
は
尽
き
（
月

圃
送
レ
眼
華
樽
尽
）
」
と
あ
る
の
で
、
も
う
雪
は
止
ん
で
、
月
が
出
て
い
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
在
良
が
、
『
世
説
新
語
』
を
出
典
と
す
る
王
子
猷
の
故
事
を
、

何
の
テ
キ
ス
ト
に
拠
っ
て
こ
の
詩
に
記
し
た
の
か
、
今
こ
こ
で
は
っ
き
り
と
限

定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

 
 
 
 
 
五

 
こ
こ
ま
で
見
て
く
る
と
、
詩
の
第
一
句
目
「
寒
雪
に
対
し
来
れ
ば
思
幾
ば
く

そ
（
寒
雪
当
来
思
幾
囮
）
の
、
「
思
」
が
何
で
あ
る
の
か
、
分
か
っ
て
く
る
。

在
良
は
、
王
子
猷
が
雪
景
色
を
見
て
、
友
人
戴
蓬
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
、
そ

の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
王
子
猷
が
友
人
如
上
の
こ
と
を
思
い

出
し
た
よ
う
に
、
在
否
は
月
の
照
る
一
面
の
銀
世
界
を
前
に
し
て
、
あ
る
友
人

の
こ
と
を
じ
っ
と
思
い
つ
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
友
人
と
は
、
つ
い
先
頃

亡
く
な
っ
た
、
大
江
匡
房
の
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
考
え
る
と
、
こ
の

在
良
の
詩
の
言
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
も
よ
く
理
解
で
き
、
趣
き
深
い
も
の
と

な
る
。

 
そ
も
そ
も
、
大
江
匡
房
と
い
え
ば
、
当
代
切
っ
て
の
偉
大
な
人
物
で
あ
る
。

匡
房
と
摂
関
家
と
の
繋
が
り
は
強
固
な
も
の
で
あ
る
し
、
特
に
師
通
と
は
、
学

問
の
上
で
も
親
し
い
つ
き
合
い
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
天
永
二
年
十
月
五
日
に
行

な
わ
れ
た
東
三
条
殿
で
の
作
文
会
で
は
、
詩
題
「
松
此
丈
年
寿
」
を
献
じ
て
い

る
。
こ
の
作
文
会
は
、
十
五
歳
の
忠
通
が
、
初
め
て
主
催
す
る
作
文
会
と
あ
っ

て
、
盛
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。
（
『
殿
暦
』
『
中
右
記
』
『
永
昌
記
』
）
。
し
か
し
、

匡
房
は
健
康
上
の
理
由
か
ら
、
詩
題
を
献
上
す
る
に
と
ど
ま
り
、
当
日
の
作
文

会
に
は
列
席
し
な
か
っ
た
。
健
康
上
の
問
題
が
な
け
れ
ば
、
玉
台
で
あ
る
匡
房

も
出
席
し
て
、
詩
を
作
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
と
な
る
と
、
翌
月
に
開
か
れ

た
本
作
文
会
で
も
、
題
者
あ
る
い
は
序
者
等
を
務
め
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

つ
ま
り
、
本
来
な
ら
ば
こ
の
作
文
会
に
同
席
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
匡
房
の
こ
と

を
、
長
良
は
思
い
つ
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
も
と
も
と
、
菅
原
氏
と
大
江
氏
と
は
、
そ
の
先
祖
が
同
じ
土
師
氏
で
あ
る
。

ま
た
、
大
学
寮
の
文
章
院
西
曹
を
菅
家
が
、
東
曹
を
江
家
が
管
理
し
、
両
家
が
、

学
問
の
家
と
し
て
並
び
称
さ
れ
た
こ
と
は
、
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、

画
嚢
は
兄
是
綱
が
嘉
承
二
（
一
一
〇
七
）
年
に
亡
く
な
っ
て
以
降
、
菅
原
町
の

氏
長
者
と
な
っ
て
お
り
、
大
江
氏
の
嫡
流
で
あ
る
匡
房
と
は
、
共
に
そ
れ
ぞ
れ

の
氏
を
代
表
す
る
間
柄
で
あ
る
。
互
い
に
旧
知
の
仲
で
あ
り
、
良
き
ラ
イ
バ
ル
、

良
き
理
解
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
の
匡
房
の
こ
と
を
在

良
が
意
識
し
な
い
は
ず
が
な
い
。
記
録
と
し
て
明
確
に
残
っ
て
い
る
の
は
わ
ず

か
だ
が
、
在
良
と
官
房
は
、
作
文
会
で
も
、
し
ば
し
ば
顔
を
合
わ
せ
て
い
る
は

ず
で
あ
る
。
例
え
ば
、
寛
治
元
年
十
一
月
二
日
に
、
師
通
の
書
閣
に
お
い
て
開

か
れ
た
作
文
会
で
あ
る
。
『
尊
卑
分
腺
』
の
記
載
に
従
っ
て
考
え
る
と
、
寛
治

元
年
当
時
、
二
人
は
同
年
齢
の
四
十
七
歳
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
、
在
良
は
式
部

少
輔
兼
大
内
記
、
匡
房
は
左
大
弁
で
あ
っ
た
。
他
に
寛
治
四
年
四
月
二
十
日
に
、

堀
河
天
皇
が
鳥
羽
殿
に
行
幸
し
た
際
に
催
さ
れ
た
作
文
会
が
あ
る
。
こ
の
時
の

詩
題
は
、
工
房
の
献
上
し
た
「
松
樹
臨
池
水
」
で
あ
っ
た
。
在
職
は
式
部
少
輔

兼
大
内
記
阿
波
介
と
な
っ
て
お
り
、
匡
房
は
左
大
弁
兼
民
部
大
輔
勘
解
由
長
官

越
前
守
と
な
っ
て
い
た
。
官
職
昇
進
に
差
こ
そ
あ
れ
、
共
に
出
席
し
た
作
文
会

で
は
、
互
い
の
腕
を
競
い
合
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
、
天
永
二
年
十
月
五

日
の
忠
通
主
催
の
東
三
条
殿
で
の
作
文
会
で
は
、
黒
房
は
題
者
で
あ
り
な
が
ら
、

C26）



体
調
不
良
の
た
め
、
詩
題
の
み
を
献
じ
、
翌
月
十
一
月
五
日
に
は
亡
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
偉
大
な
人
物
を
失
な
い
、
周
囲
に
は
動
揺
が
走
っ
た
に
違
い
な
い
。

ま
た
、
匡
房
が
亡
く
な
っ
た
十
一
月
五
日
以
降
、
十
一
月
二
十
三
．
日
の
本
作
文

会
ま
で
の
間
に
、
他
に
作
文
会
が
行
な
わ
れ
た
と
い
う
記
録
を
、
筆
者
は
現
在

ま
で
の
と
こ
ろ
見
出
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
本
作
文
会
は
、
匡
房
の
死
後
、

は
じ
め
て
開
か
れ
た
作
文
会
で
あ
り
、
当
日
列
席
し
た
人
々
に
と
っ
て
は
、
僧

房
の
死
は
記
憶
に
新
し
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
在
良
の
詩
に
接
し
、
人
々
は

匡
房
喪
失
の
感
を
い
よ
い
よ
深
く
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
た

 
 
王
事
添
レ
戸
造
レ
門
程
 
 
王
船
の
戸
に
添
は
ん
と
し
て
門
に
造
る
程
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ご
と
し
。

 
こ
の
第
六
句
目
ま
で
を
聞
け
ば
、
在
良
が
第
一
句
目
、
二
句
目
で
言
っ
て
い
た
、

 
 
選
録
対
来
玉
章
圃
 
 
 
寒
々
に
対
し
来
れ
ば
思
幾
ば
く
そ
、

 
 
唯
掛
二
緑
酒
一
酔
吟
情
 
 
唯
だ
緑
酒
を
斜
み
て
酔
吟
の
情
あ
り
。

こ
の
「
思
」
が
、
じ
っ
と
匡
房
の
こ
と
を
思
い
つ
め
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と

は
、
同
席
の
人
々
に
も
通
じ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

見
て
興
が
起
こ
り
、
ぜ
ひ
友
人
と
楽
し
み
た
い
と
、
蟻
壁
の
こ
と
を
思
い
出
し
、

尋
ね
て
行
っ
た
の
と
同
じ
気
持
ち
が
起
こ
っ
て
く
る
し
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
に
三
十
が
、
じ
っ
と
思
い
を
寄
せ
て
い
る
の
は
、
作
文
会
の
少
し
前

に
亡
く
な
っ
た
大
江
匡
房
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
美
し
い
月
夜
の
雪
景
色

を
眺
め
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
し
て
、
忠
通
主
催
の
作
文
会
に
皆
が
集
ま
っ
て

い
る
の
だ
か
ら
、
こ
こ
に
大
江
匡
房
が
い
て
、
共
に
興
趣
を
分
か
ち
合
い
た
い

も
の
を
、
し
か
し
彼
は
も
う
い
な
い
の
だ
と
、
匡
房
の
死
を
悼
む
気
持
ち
を
表

わ
し
て
い
る
。

 
本
作
文
会
の
後
、
在
良
は
七
十
五
歳
で
鳥
羽
天
皇
の
侍
読
と
な
る
な
ど
、
晩

年
に
華
や
か
な
活
躍
を
見
せ
る
。
そ
れ
に
は
、
こ
の
年
（
天
永
二
年
）
に
大
江

一
事
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
在
良
が
藤
原
忠
実
の
家
司
で
あ
っ
た
こ
と

を
通
じ
て
、
若
き
忠
通
と
も
繋
が
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
、
密
接
に
関

わ
っ
て
い
る
。
た
だ
、
折
し
も
天
永
二
年
十
一
月
二
十
三
日
忠
通
野
作
農
会
で

早
良
が
こ
の
詩
を
残
し
て
い
る
こ
と
は
、
在
良
の
生
涯
を
通
し
て
見
て
い
く
際

に
、
重
要
な
分
岐
点
と
な
る
だ
ろ
う
。
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六

 
つ
ま
り
在
良
は
、
こ
の
詩
の
中
で
二
つ
の
こ
と
を
強
く
訴
え
か
け
て
い
る
。

ひ
と
つ
は
、
第
五
句
目
に
記
さ
れ
て
い
る
内
容
で
あ
る
。
『
韓
非
子
』
を
出
典

と
す
る
「
管
仲
随
馬
」
の
故
事
を
引
い
て
、
「
年
老
い
て
は
お
り
ま
す
が
、
匡

房
亡
き
今
、
ど
う
か
私
を
お
役
立
て
下
さ
い
」
と
い
う
気
持
ち
を
表
わ
し
て
い

る
。
ま
た
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
第
六
句
目
に
記
さ
れ
て
い
る
内
容
で
あ
る
。
『
世

説
新
語
』
を
出
典
と
す
る
「
王
子
猷
」
の
故
事
を
引
き
、
「
こ
の
よ
う
な
美
し

い
月
夜
の
雪
景
色
を
目
に
す
る
と
、
か
の
王
子
猷
が
か
つ
て
一
面
の
銀
世
界
を

輝
詠
肛
脾
＝
百
忠
通
邸
作
文
会
の
漢
詩
に
つ
い
て
 
1
菅
原
在
良
の
研
究
1



（
注
こ

（
注
二
）

（
注
三
）

（
三
四
）

（
注
五
）

（
注
六
）

（
注
七
）

 
注

宮
内
庁
書
陵
部
や
天
理
図
書
館
な
ど
に
分
蔵
さ
れ
る
、
平
安
時
代
末

か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
の
書
写
と
目
さ
れ
る
九
条
家
旧
蔵
『
申
右
記
部

類
』
紙
背
に
あ
り
、
裏
書
・
『
公
卿
補
任
』
及
び
そ
の
他
の
古
文
書

と
共
に
、
紙
背
文
書
の
一
部
と
し
て
現
存
す
る
も
の
で
あ
る
。
『
中

右
記
部
類
紙
背
漢
詩
集
』
と
い
う
書
名
は
、
仮
に
付
し
た
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
『
中
右
記
部
類
』
の
料
紙
に
お
い
て
、
紙
表
の
部
類
記

本
文
と
紙
背
の
筆
跡
で
は
、
裏
書
を
除
き
、
明
ら
か
に
紙
背
が
古
い

こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
宮
内
庁
書
陵
部
『
図
書
寮
叢
刊
』
（
平

安
鎌
倉
未
刊
詩
集
）
昭
和
四
十
七
年
三
月
 
解
題
・
書
誌
参
照
。

 
 
 
 
 
つ
つ

拙
稿
 
頭
を
絡
む
1
菅
原
在
良
「
冬
日
遊
二
長
楽
寺
こ
に
つ
い
て

-
一
（
『
新
樹
』
第
十
二
輯
 
平
成
九
年
十
月
十
五
日
）
参
照
。
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